
1. がんセンター病院長（議長）

2. 国指定拠点病院病院長

3. 小児がん拠点病院病院長

4. 県医師会長

5. 県歯科医師会長

6. 県薬剤師会長

7. 県看護協会長

8. 県放射線技師会長

9. 県臨床検査技師会長

10. 県健康福祉部長

11. 患者団体代表

12. がんセンター副院長

13. その他

1. がんセンター副院長（幹事長）

2. 国指定連携拠点病院

3. 小児がん拠点病院

4. 兵庫県健康福祉部

5. 兵庫県医師会

6. 県指定拠点病院

7. 準じる病院

8. その他

研修教育部会

情報連携部会

がん登録部会

地域連携部会

緩和ケア部会

がん地域連携
パスWG

計２４団体・病院

計５２団体・病院

協議会 幹事会

兵庫県がん診療連携協議会の組織体制



(3)協議会･幹事会並びに各部会の平成28年度活動報告
及び平成29年度活動計画について

平成28 年度の活動報告 ○ 平成28年4月21日（木）  兵庫県がん診療連携協議会（第11回）　開催

○ 平成28年6月9日（木）  第1回幹事会　開催

○ 平成29年2月23日（木）　第2回幹事会　開催

○ 平成28年11月19日（土）  兵庫県がん診療連携協議会主催

第6回「ひょうご県民がんフォーラム」開催 168名参加

場所：兵庫県民会館9階「けんみんホール」

テーマ：「がんと免疫」

担　当 ：　兵庫医科大学病院（代表）、関西労災病院、近畿中央病院、県立柏原病院

平成29年度の活動計画 ○ 平成29年4月20日（木）  兵庫県がん診療連携協議会（第12回）　開催

及び今後の検討課題等 ○ 平成29年6月15日（木）  第1回幹事会　開催

○ 平成30年2月22日（木）　　第2回幹事会開催予定

○ 平成29年11月18日（土）  兵庫県がん診療連携協議会主催

第7回「ひょうご県民がんフォーラム」開催予定

場所：兵庫県民会館9階「けんみんホール」

テーマ：「最新のがん治療（仮）」

担　当 ：　神戸大学医学部附属病院(代表）、神戸市立医療センター中央市民病院、

　　　　　　神戸市立西神戸医療センター、県立こども病院

兵庫県がん診療連携協議会・幹事会関連

項目 内容



平成28年度の活動報告 ○看護実務研修の開催（県立がんセンター）

・ 平成28年 5月30日～ 9月9日のうち34日間

○がん診療連携拠点病院を対象とする

「第2回　兵庫県がん化学療法チーム医療研修会」の開催

平成28年9月10日（土）　兵庫県立がんセンター　2F　大会議室

テーマ「免疫チェックポイント阻害薬の適正使用～多職種アプローチ～」 20名参加

○セミナーの開催

・ 肝がんセミナー　　平成28年10月15日(土)　県民会館「けんみんホール」

テーマ「肝がん撲滅を目指した治療戦略」 74名参加

・ 放射線セミナー　　平成28年10月29日(土)　神戸市教育会館 大ホール

テーマ「乳がんの早期診断と最新治療」 219名参加

・ 検査セミナー　　　平成28年12月17日(土)　兵庫県学校厚生会館

テーマ：「悪性リンパ腫」検査と治療　up to date 196名参加

・ 薬剤師セミナー　　平成29年1月21日(土)　兵庫県私学会館

テーマ：「免疫チェックポイント阻害剤の有害事象管理を学ぶ」 201名参加

　　　　　　及び「がん指導･専門薬剤師の役割を学ぶ」

○共催研究会・県民フォーラムなど

・ 第6回ひょうご県民がんフォーラム　平成28年11月19日(土)　県民会館

テーマ：「がんと免疫」 168名参加

担当施設：兵庫医科大学大学病院（地域別で持ち回りにて開催する）（再掲）

平成29年度の活動計画 ○看護実務研修の開催（県立がんセンター）

及び今後の検討課題等 ・ 平成29年 5月30日～ 9月8日

○がん診療連携拠点病院を対象とする

「第3回　兵庫県がん化学療法チーム医療研修会」の開催

平成29年9月23日（土）　兵庫県立がんセンター　2F　大会議室

テーマ「免疫チェックポイント阻害剤 -チームで行う副作用マネジメント-」

○セミナーの開催

・ 外来化学療法セミナー（仮）　　平成29年10月7日(土)or10月28日（土）　場所：未定　

テーマ：「未定」

・ 放射線セミナー　　平成29年11月25日(土)　神戸市教育会館　大ホール

テーマ：「未定」

・ 検査セミナー　　　 平成30年　1月13日(土)　兵庫県私学会館

テーマ：「未定」

・ 薬剤師セミナー　　平成30年1月20日(土)　兵庫県私学会館

テーマ：「未定」

○共催研究会・県民フォーラムなど

・ 第7回ひょうご県民がんフォーラム　平成29年11月18日(土)　県民会館

テーマ：「最新のがん治療（仮）」

担当施設：神戸大学医学部附属病院（代表）、神戸市立医療センター中央市民病院、

　　　　　　　神戸市立西神戸医療センター、県立こども病院

項目 内容

兵庫県がん診療連携協議会「研修・教育」部会関連



第７回ひょうご県民がんフォーラム（案）  
 

テーマ：「最新のがん治療（仮）」 

日時：平成２９年１１月１８日（土） 14：00～16：30（開場 13：30） 

会場：兵庫県民会館９階「けんみんホール」 

共催：※兵庫県がん診療連携協議会、神戸大学医学部附属病院、兵庫県を予定 

後援：※兵庫県医師会、兵庫県看護協会、ひょうごがん患者連絡会、神戸新聞社に依頼予定 

 

次第 

14：00(15分) 開会あいさつ（主催者・来賓）   司会：※選定中 

  主催者あいさつ 兵庫県がん診療連携協議会議長 

  来賓あいさつ  ※兵庫県健康福祉部長へ依頼予定 

    ※兵庫県医師会長へ依頼予定 

 

14：15～14：45(30分) 

 講演１．「ロボット手術について」 

 神戸大学医学部附属病院 泌尿器科 教授 藤澤 正人 

14：45～15：15(30分) 

 講演２．「安全で安心ながん治療‐放射線治療の最前線」 

 神戸大学医学部附属病院 放射線腫瘍科 特命教授 佐々木 良平 

 

15：15～15：25(10分) 休憩 

 

15：25～15：55(30分) 

講演３．「最新の分子標的薬」 

 神戸市立医療センター中央市民病院 腫瘍内科部長 安井 久晃 

 

15：55～16：25(30分) 

 講演４．「免疫チェックポイント阻害薬」 

  神戸大学医学部附属病院 腫瘍・血液内科 清田 尚臣 

 

16：25(5分) 閉会あいさつ 神戸市立医療センター中央市民病院 高橋副院長 



平成 ２９年　３月 末　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

1) 肝がんセミナー　　参加  74名
　　平成28年10月15日（土）
　　　　県民会館「けんみんホール」
2) 放射線セミナー　　参加　219名
　　平成28年10月29日（土）
　　　　　　　神戸市教育会館 大ﾎｰﾙ
3) 検査セミナー　　　参加　196名
　　平成28年12月17日（土）
　　　　　　　兵庫県学校厚生会館
4) 薬剤師セミナー  　参加　201名
　　平成29年1月21日（土）
　　　　　　　兵庫県私学会館 大ﾎｰﾙ

　第６回ひょうご県民がんフォーラム
　参加人数　161名

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

継続

研修教育部会で８年間にわ
たってセミナーやフォーラムを
開催し、一定の成果が得られ
たが、拠点病院間、各圏域で
の周知不足や意識の差が大き
い。

兵庫県がん診療連携協議会

○　セミナーの開催
　
　1）肝がんセミナー
　　  平成28年10月15日(土)　県民会館「けんみんホール」
　　　テーマ　「肝がんの診断と治療 -update-」（仮題）

　2）放射線セミナー
 　  平成28年10月29日(土)　神戸市教育会館 大ホール
　　　テーマ　「乳がんの早期診断と最新治療」

　3）検査セミナー
  　  平成28年12月17日(土)　兵庫県学校厚生会館
   　 テ-マ　「悪性リンパ腫」検査と治療　up to date
　
  4）薬剤師セミナー
  　 平成29年1月21日(土)　兵庫県私学会館
   　テ－マ　「免疫チェックポイント阻害剤の有無事象管理」
　　　　　　　 「がん指導・専門薬剤師の役割」

医師、薬剤師、看護師、放射線技師
など、チーム医療に関わる医療従事
者を対象に、それぞれの観点からセ
ミナーを行い、医療レベルの向上を
図っている。

国指定・県指定及び準じる病院
の拠点病院に対し、積極的な参
加を呼びかける。

H29年3月
○ 達成 継続

セミナーやフォーラムへの参
加者の増加には繋がっていな
い。今後は、セミナーへの参
加者増に向けた企画立案な
ど、工夫や改善が必要である

○県民フォーラムなど(予定)
　第6回ひょうご県民がんフォーラム
　　平成28年11月19日(土)県民会館
　　テーマ　「がんと免疫」
　　担当施設：兵庫医科大学大学病院（地域別で持ち
               回りにて開催する）（再掲）

○協議会との共催に同意が得られた研究会・懇話会の順
次開催（http://www.hyogo-ganshinryo.jp/index.htmlに
掲載）

県民へのがんに対する知識の啓蒙
活動として、今回は「がんと免疫」を
取上げ、その最先端の情報を発信
できた。

来年度も引き続き、第７回ひょう
ご県民がんフォーラムを開催し、
県民へのがんに対する知識の啓
発を目的とした啓蒙活動を続け
ていく。

地域ごとに行われている研究会など
の後援を行っている。

各種研究会との連携を考慮し、
引続き研究会などの後援を行う。

継続

兵庫県では、平成１９年からが
ん診療連携協議会を組織し、
幹事会の中の研修教育部会に
おいて、放射線療法、化学療
法、手術療法に携わる医療関
係者の育成と、チーム医療の
推進を図ってきており、さらに
進める方針。

○　県立がんセンターにおけるがん看護実務研修の開催

　　平成28年 5月30日～ 9月9日のうち34日間

①がん実務参加者 10名
・全期間を通じた聴講者を含む延
　べ参加者数906名
　院内他職種71名、他病院看護師
　116名、訪問看護 126名、在宅介
　護30名
②参加者の増加が図れた。
・がんｾﾝﾀｰの参加者だけでなく、
　訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝの参加者、看護
　以外の介護職や薬剤師等の参加
　もあり、概ね達成できた。

①各種会議や研修会等におい
て、地域包括ケアを見据えて、訪
問看護ステーション、地域包括ケ
アセンター等に案内用紙を配布
して参加者の増加を図る。

②研修内容は、せん妄を追加す
る。院内研修とコラボできる研修
は整理する。

研
　
修
　
教
　
育
　
部
　
会

がん医療に携わる専
門的な医療従事者の
育成

H28年9月 ○
概ね
達成

H29年3月 ○
概ね
達成

《平成２８年度  Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

病
院
名

P　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



平成２９年 ４月 １日　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　

兵庫県がん診療連携協議会

兵庫県では、平成１９年からが
ん診療連携協議会を組織し、
幹事会の中の研修教育部会に
おいて、がん疾患に関連する
手術療法、化学療法、放射線
療法、に携わる医療関係者の
育成と、チーム医療の推進を
図ってきており、さらに進める
方針。

研
　
修
　
教
　
育
　
部
　
会

がん医療に携わる
専門的な医療従事
者の育成

○県民フォーラムなど開催
　第7回ひょうご県民がんフォーラム
　　日時：平成29年11月18日（土）
　　場所：県民会館「けんみんホール」
　　テーマ：最新のがん治療（仮）

○協議会との共催に同意が得られた研究会・懇話会
　　の順次開催
　　（http://www.hyogo-ganshinryo.jp/index.htmlに
　　掲載）

セミナーやフォーラムへの参
加者の増加には繋がっていな
い。今後も、さらに、セミ
ナーへの参加者増に向けた企
画立案など、工夫や改善が必
要である

H30年
３月末

○　各種セミナーの開催

　1）外来化学療法セミナー（仮）
　　　平成29年10月7日（土）　　県民会館「けんみんホール」
　2）放射線セミナー
　　　平成29年11月25日（土）　　神戸市教育会館大ホール
　3）検査セミナー
　　　平成30年1月13日（土）　　兵庫県私学会館大ホール
　4）薬剤師セミナー
　　　平成30年1月20日（土）　　兵庫県私学会館大ホール

H30年
３月末

H30年
３月末

《平成29年度　 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ　　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

研修教育部会で9年間にわ
たってセミナーやフォーラムを
開催し、一定の成果が得られ
たが、拠点病院間、各圏域で
の周知不足や意識の差が大き
い。

○　県立がんセンターにおけるがん看護実務研修の開催
   　（実施期間：平成29年5月30日～9月8日）

　・参加者増加のため、聴講生募集案内を広報誌に同封し
    て県内851施設に送付。
　・多職種連携を推進するため、聴講生は看護師以外でも
   参加可とする。
　・聴講者が興味のある講義に参加しやすいように、聴講内
   容の狙いを整理し、関連する講義内容を1日に固めるよう
   調整
  ・がん医療の進歩に合わせて講義内容の見直しを実施し、
　　免疫チェックポイント阻害剤や遺伝子治療、せん妄や
    オンコロジックエマージェンシー等の講義を追加する。





1 活動計画

の活動報告

及び今後の

検討課題等

・ピアサポーター事業開始に向けての準備を進める。

・神戸大学と共催で、ピアサポーター養成研修会を開催する

1.ピアサポーター事業概要について

2.今年度の実務者ミーティングの研修内容について

3.事務局運営について

4.がん相談の質向上への取り組みについて

5.就労支援について

6.その他

【内容】

１．今年度の活動評価と次年度の目標・計画立案

2．ピアサポート事業研修内容

3.H29年度　がん相談実務者ミーティング開催日の検討

2 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会　情報提供・相談支援部会

第7回部会　2016年5月19日（木）　13:00～16:30　場所；国立がん研究センター国際交流会館3階

　【内容】がん相談支援センターのPDCAサイクルの確保・活動の可視化について、その他

第8回部会　2016年12月8日(木)　13:00～16:30　場所：国立がん研究センター国際交流会館　国際会議場

　【内容】がん相談支援センターをめぐる課題とその対応について　その他

1 活動計画

の活動計画 １）がん相談実務者ミーティングを年4回開催する

及び今後の 【日程】①6/10，②9/30，③12/16，④日程調整中

検討課題等 【内容】事例検討、認定がん専門相談員単位認定研修の実施、患者会との交流会、各施設の活動評価の共有

 ①がん患者の就労支援を行う体制づくりをする。

 ②がん患者のピアサポートの体制づくり・継続を支援する。

・2017年9月30日、10月1日にピアサポーター養成研修を神戸大学で開催する

・ピアサポーターの活用状況について実務者ミーティングの際に確認する。

③情報・連携部会のとがん相談実務者ミーティングを合併する

④県内のがん相談支援の質向上を推進する人材を育成する。

２）地域がん相談支援フォーラムin近畿への運営支援

平成29年度

第29回会議　2016年6月4日(土)　13:30～15:30　場所：神戸大学医学部付属病院　外来診療棟4F第二会議室

第30回会議　2016年10月1日(土)　13:00～16:00　場所：県立がんセンター大会議室

第31回会議　2016年12月10日(土)　14:00～16:00　場所：県立がんセンター大会議室

　【内容】ピアサポーター活用事業に関するキックオフミーティング

第14回会議　2016年4月25日(月)　15:00～17:00　場所：神戸大学医学部　新緑会館　研修室2

　【内容】兵庫県実務者ミーティングの今年度の計画検討

　【内容】「兵庫県がん相談員研修」として別紙研修企画に基づいて開催　※国立がん研究センター認定がん専門相談員の単位研修

・がん相談実務者ミーティング事務局会議の開催

第15回会議　2016年6月4日（土）　15:30～17:00　場所：神戸大学医学部付属病院　外来診療棟４F 会議室2

第16回会議　2017年2月6日（月）　15:00～17:00　場所：神戸大学医学部附属病院　外来診療棟4F　第2会議室

第32回会議　2017年2月25日（土）（予定） 13：30～15：30　場所：県立がんセンター大会議室

【内容】PDCA実施状況チェックリストを用いた課題への取り組み状況評価の共有、産保センターの事業紹介

【内容】

兵庫県がん診療連携協議会「情報・連携」部会関連

項目 内容

・がん相談実務者ミーティングの開催；4回/年を予定

　【内容】PDCA実施状況チェックリストを用いた課題の共有、その他

平成28年度



区分 実　施　内　容 区分 今後の改善内容 （計画）

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

1)

1)

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

《 平成２８年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》
平成２９年　３月 末　現在

部
会
名

Ｐ　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

H29年3月 ○ 達成 継続

１）各病院のがん相談支援センターの活動の自己評
価を行う
①2017年6月までに、各病院の相談支援部門の活動
を国立がん研究センターが作成したチェックリストを
用いてチェックし、問題点を明らかにする
②上記は毎年３月に定期的に行うこととする

２）各病院の相談支援部門の活動についてその質の
向上を図るために質の改善の努力を行う
①PDCAサイクルの書式に則り、2017年6月までに医
療サービスの質にかかる目標と、目標を達成するた
めの実現可能な達成計画を立てる

３）各病院の相談員の能力の維持向上を図る
①実務者ミーティングを年4回開催し、研修会、事例
検討、経験交流、患者会との交流などを行う

3)については、実務者ミーティングを4回開催。
・H28年度第1回会議　H28年6月4日（土）会場；神戸
大学医学部付属病院外来診療棟 第2会議室　参加
者34名
　内容；各施設の質改善計画の共有
・H28年度第2回会議　H28年10月1日（土）
　会場；兵庫県立がんセンター 参加者38名
　内容；認定がん専門相談員認定単位研修
　テーマ；就労支援
・H28年度第3回会議　H28年12月10日（土）
　会場；兵庫県立がんセンター　参加者39名
　内容；ピアサポーター活用事業キックオフミーティン
グ
・H28年第4回会議　　H28年2月25日（土）
　会場；兵庫県立がんセンター
　内容；各施設の質改善活動の評価、兵庫県産業保
健総合支援センター事業紹介

1)2)については、2016年6月の第1回実務者会議で、
各施設でチェックリストの記入を行い、各病院の質の
改善計画をPDCAに基づき立案した。

各病院の相談支援部門の活動についてその質の向上を図るために質
の改善の努力を行う。
①PDCAサイクルの書式に則り、２０１６年６月までに医療サービスの質
にかかる目標と、目標を達成するための実現可能な達成計画を立て
る。

各病院の相談員の能力の維持向上を図る。
①実務者ミーティングを年4回開催し、研修会、事例検討、経験交流、
患者会との交流などを行う。

がん患者の就労支援
を行う体制づくりをする

情
 
報
 
連
 
携
 
部
 
会

がん相談支援の質の
向上、活用の促進に努
める

がん相談支援の質がどうなっている
かが把握されていない。
各病院の相談支援部門がどのような
課題を持っており、どのように質の改
善に努めているのかがわからない。

各病院のがん相談支援センターの活動の自己評価を行う。
①２０１６年６月までに、各病院の相談支援部門の活動を国立がん研
究センターが作成したチェックリストを用いてチェックし、問題点を明ら
かにする。
②上記は毎年３月に定期的に行うこととする

情報・連携部会の組織
を強化し、迅速に意思
決定し事業を行える体
制を整える

組織的な就労支援に対する取り組み
が行われていないか、もしくは施設
によって大幅な差異がある。

がん患者のピアサポー
トの体制づくり・継続を
支援する

ピアサポーターによる相談支援の運
営、ピアサポーターの養成と活用の
仕組みがない。全国平均は17％であ
り、水準に達していない。

部会の活発な活動が行われていな
い。
部会員が、必ずしも現場の問題点を
把握していない。
事務局、行政、患者会と部会との連
携が充分でない。

情報・連携部会と実務者ミーティングを合併する。
①２０１６年６月までに情報・連携部会の部会員として、がん相談に従
事する実務者を選出してもらうよう各病院に依頼する。
②２０１６年７月を目処に実務者ミーティングを廃止する。
③実務者ミーティングの事務局は情報・連携部会事務局と名称を変え
てその機能を存続させる。
④情報・連携部会の開催や事務については、兵庫県がん診療連携協
議会事務局に担当してもらうこととする。

県内のがん相談支援
の質の向上を推進する
人材を育成する。

兵庫県内でがん専門相談員は3病院
に4名しかいない。（全国で233名）今
後この資格はがん診療拠点病院の
指定要件になる可能性があり、養成
するのが賢明と考える。また、人口
や拠点病院の数から考えて有資格
者が少なすぎる。

2017年3月までに国立がん研究センター認定のがん専門相談員の認
定者を県内で4名育成する。
①情報連携部会で、認定に必要な研修を年1回以上開催する。
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申請を積極的に行うよ
うに、協議会、県からも働きかけを行う。

継続

１）兵庫県社会保険労務士会、産業保健総合支援セ
ンターと拠点病院の連携事業について各拠点病院に
インフォメーションを行う

２）がん患者が就労を継続できるよう、産業保健総合
支援センター、ハローワークとの協働を図る

兵庫県と協働し、ハローワークにがん患者の就労支援に詳しい職
員を配置できるよう交渉を行う。
兵庫県にある事業所に対してがん患者が就労を継続できるような
働きかけを県と協働して行う。

H29年3月 △
一部
達成

継続

兵庫県社会保険労務士会と協働し、社会保険労務士による相談が各
病院で実施可能な体制にする。

H29年3月 △
一部
達成

1)について、整備状況は以下の通り。
兵庫医大；独自で、社労士、FPとの連携事業を実
施。ハローワーク西宮との連携事業を開始。
神戸医療センター中央市民病院・神戸大学医学部付
属病院：社労士協会と連携
県立がんセンター：産業保健総合支援センターの両
立支援相談員との両立支援事業を開始した（関西労
災と同様の方法）
2)、3)は、実施していない。

がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成する。
①神戸大学と協働してピアサポーター養成講座を開催する。
②ピアサポーター養成講座受講修了者の継続教育を目的としてフォ
ローアップ研修会を実施する。
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピアサポーターによる相
談支援を導入している施設を県内で3か所設ける。

①は、9月15日（土）・16日（日）の2日間で実施した。
②は、12月10日AM0.5日で実施した。
③は、実施できず。

１）がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成す
る
①神戸大学と協働してピアサポーター養成講座を開
催する
②ピアサポーター養成講座受講修了者の継続教育
を目的としてフォローアップ研修会を実施する
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピア
サポーターによる相談支援を導入している施設を県
内で3か所設ける

①は、部会長より継続的に相談実務者を部会員とし
て頂くよう依頼を行っている。2017年1月10日現在、
国指定14病院のうち、部会員が実務者になっている
病院は、10病院。県指定9病院のうち4病院である。
②③④は、実施できず。

１）情報・連携部会と実務者ミーティングを合併
①2017年6月までに情報・連携部会の部会員として、
がん相談に従事する実務者を選出してもらうよう各病
院に依頼する
②2017年７月目処に実務者ミーティングを廃止
③実務者ミーティングの事務局は情報・連携部会事
務局と名称を変えてその機能を存続させる
④情報・連携部会の開催や事務については、兵庫県
がん診療連携協議会事務局に担当してもらう

H29年3月 ○ 達成 継続

H29年3月 △
一部
達成

継続

1)今年度新たに認定者が9名となり、県内の認定者
は合計13名となった。国指定拠点14病院のうち6病
院に認定者がいる状況となった。
①についても、10月1日にがん相談実務者会議で就
労支援をテーマとして研修を行った。
②についても、部会を通じて働きかけを行った。

１）国立がん研究センター認定のがん専門相談員の
認定者を県内で4名育成する
①がん相談実務者ミーティングで、認定に必要な研
修を1回は開催する
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申請
を積極的に行うよう部会からも働きかけ
③国立がん研究センターがん対策情報センター主催
のがん相談指導者研修に受講生を派遣する。



平成２９年 ４月 １日　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

１）がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成する
①神戸大学と協働してピアサポーター養成講座を開催する（9/30・10/1開
催予定）
②ピアサポーター養成講座受講修了者の継続教育を目的としてフォロー
アップ研修会を実施する（12月予定）
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピアサポーターによる相談
支援を導入している施設を県内で3か所設ける

県内のがん相談支
援の質向上を推進
する人材を育成す
る

H30年3月

１）国立がん研究センター認定のがん専門相談員の認定者を県内で4名
育成する
①がん相談実務者ミーティングで、認定に必要な研修を1回は開催する
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申請を積極的に行うよう
に部会からも働きかけを行う
③国立がん研究センターがん対策情報センター主催のがん相談指導者
研修に受講生を派遣する。

１）情報・連携部会と実務者ミーティングを合併する
①2017年6月までに情報・連携部会の部会員として、がん相談に従事する
実務者を選出してもらうよう各病院に依頼する
②2017年７月を目処に実務者ミーティングを廃止する
③実務者ミーティングの事務局は情報・連携部会事務局と名称を変えて
その機能を存続させる
④情報・連携部会の開催や事務については、兵庫県がん診療連携協議
会事務局に担当してもらうこととする

がん患者の就労支
援を行う体制づくり
をする

H30年3月

県内のがん相談支援センター
の支援提供体制については、
統一したツールに基づく評価
が必要である。

県内の各がん相談支援セン
ターでの就労支援体制の整
備が十分ではない現状があ
る。

１）各病院のがん相談支援センターの活動の自己評価を行う
①2017年6月までに、各病院の相談支援部門の活動を国立がん研究セン
ターが作成したチェックリストを用いてチェックし、問題点を明らかにする
②上記は毎年３月に定期的に行うこととする
２）各病院の相談支援部門の活動についてその質の向上を図るために質
の改善の努力を行う
①PDCAサイクルの書式に則り、2017年6月までに医療サービスの質にか
かる目標と、目標を達成するための実現可能な達成計画を立てる
３）各病院の相談員の能力の維持向上を図る
①実務者ミーティングを年4回開催し、研修会、事例検討、経験交流、患
者会との交流などを行う

１）兵庫県社会保険労務士会、産業保健総合支援センターと拠点病院の
連携事業について各拠点病院にインフォメーションを行う
２）がん患者が就労を継続できるよう、産業保健総合支援センター、ハ
ローワークとの協働を図る

情
 
 
報
 
 
連
 
 
携
 
 
部
 
 
会

がん相談支援の質
の向上、活用の促
進に努める

H30年3月

県内のピアサポートの体制整
備が不十分である。

県内でのがん相談支援の質
向上を推進する人材が不足し
ている

がん患者のピアサ
ポートの体制づく
り・継続を支援す
る

H30年3月

情報・連携部会の
組織を強化し、迅
速に意思決定し事
業を行える体制を
整える

H30年3月

がん相談実務者MTは部会の
下部組織となっているため、
協議会の情報伝達や意思決
定の遅滞を招いている

《平成29年度　 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ　　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



平成28年度の活動報告 ○ がん登録実務者ミーティングの開催（年3回開催予定）

第1回・・がん登録実務者初級者研修会　　　　（5月1１日：県立がんセンター）

　　　　　・講師：県立がんセンター消化器外科部長　千堂宏義氏

　　　　　　　　　 国立がん研究センターがん対策情報センター

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がん登録センター　江森佳子氏

・ 第2回・・がん登録実務者研修、グループ討議等　　（11月15日：西神戸医療センター）

　　　　　　テーマ：院内がん登録統計・分析のホームページでの発信

　　　　　　　　　　　がん登録の情報活用　等

・ 第3回・・がん登録実務者研修、グループ討議等　（2月24日：県立がんセンター）

           テーマ：2014年登録数と、治療別集計の分析と今後の登録についての検討

○ 「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会　がん登録部会」への参加

・ と　き：6月4日

・ ところ：国際研究交流会館（国立がん研究センター）

・ 内　容：報告事項（がん登録推進法施行等の状況、院内がん登録2014年全国集計結果 等）

　　　　　検討事項（全国集計の公表方法、予後調査支援事業　等）

＊　全国がん登録実務者研修会の開催　（9月26日：兵庫県民会館）

　　・テーマ：全国がん登録への届出実務～基本と演習

　　・講　師：国立がん研究センターがん対策情報センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がん登録センター室長　松田智大氏

平成29年度の活動計画 ○ がん登録実務者ミーティングの開催

及び今後の検討課題等 ・ 年3回開催予定　（開催予定時期：5月24日、９月15日、2月）

　第2回・・がん登録実務者初級者研修会　　（９月15日：兵庫県学校厚生会館）

○ 「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会　がん登録部会」への参加

・ ６月16日開催予定

＊　全国がん登録に関する研修会の開催

　開催時期、内容等調整中（８月下旬開催予定）

兵庫県がん診療連携協議会「がん登録」部会関連

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　容



平成２９年　３月末　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

 拠点病院の指定要件に院内が
ん登録のデータを活用し、登録
数や各治療法をホームページに
て広報することが挙げられてい
るが、こども病院を除く国拠点
14病院の1割強は登録数、6割弱
は治療法が掲載されていない現
状で、集計方法もさまざまであ
る。

　都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件として、県内の院
内がん登録に関する情報の収集を行っている事とあり、こども
病院（小児拠点病院）を除く国指定のがん診療連携拠点14病院
の院内がん登録情報を持ち寄り分析したデータをがん診療連携
協議会のホームページにまとめて広報することなど検討する。

達成

　がん診療連携協議会のホーム
ページに、国指定の拠点病院だ
けでなく、県指定の拠点病院、準
じる病院も含め、院内がん登録を
行っている施設の2014年院内が
ん登録数等のデータを掲載した。

　患者等に役立つデータの掲載
に向け、より充実した内容になる
よう、実務者ミーティング等で検
討を加えていく。

がん登録実務の精
度向上

　昨年度から、がん登録実務者
の認定及び更新試験が実施さ
れ、国や患者が求めるがん登録
実務者の技能が高くなってい
る。
 また、平成28年1月、がん登録
等の推進に関する法律が施行さ
れ、院内がん登録実務をめぐる
制度改変の時期を迎えており、
それに対応した実務者のレベル
アップが課題となっている。

 今年度は、法律の制定に伴い院内がん登録の運用マニュアル
や新標準登録様式での登録が始まるため、兵庫県がん診療連携
協
議会がん登録部会の下部組織である実務者ミーティングの事務
局メンバーが主体となり、がん登録実務者が情報共有できる場
を企画・運営し、年に3回（5・11・2月）開催する。
　各施設毎に国立がん研究センターが開催する中級者研修や更
新試験、今年度から始まる上級者研修で登録データを集計・分
析する実務研修に積極的に参加し技能を磨く。

H29年3月 ○ 達成

　がん登録実務者ミーティングを３
回（5/11、11/15、2/24）開催した。
このうち第１回目の会議には国立
がん研究センター等から講師を迎
え、初級者向けの実務者研修とし
た。

　平成２９年度もがん登録実務者
ミーティングを３回開催するととも
に、初級者研修会を引き続き実
施し、実務者の質向上を図ってい
く。

（注）実施管理・区分欄の記入について
　 C評価における区分は、「達成」「概ね達成」「未達成」から、A改善における区分は、「完了」「継続」「その他」から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

Ｃ 評価 Ａ 改善

が
　
ん
　
登
　
録
　
部
　
会

がん診療情報を収
集・分析する体制
整備（がん診療連
携拠点病院の役
割）

H29年3月 ○ 継続

継続

《 平成２８年度　Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
署
名

P　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行



平成２９年 ４月 １日　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

《平成29年度　 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ　　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

が
　
ん
　
登
　
録
　
部
　
会

がん診療情報を収
集・分析する体制整
備（がん診療連携拠
点病院の役割）

H30年3月

がん登録実務の精
度向上

H30年3月

　拠点病院の指定要件として、
院内がん登録のデータを活用
し、登録数や各治療法につい
てのがん種別件数をホーム
ページ等で情報公開するよう
努めることとされている。
　昨年度より県がん診療連携
協議会のホームページにおい
て加盟病院の登録数を掲載し
ているが、掲載内容は施設別・
部位別の件数・割合のみであ
り、治療法等の掲載はない。

　平成28年１月にがん登録等
の推進に関する法律が施行さ
れ、院内がん登録実務者のレ
ベルアップが課題となってい
る。

　患者等に役立つデータの掲載に向け、情報の取り扱いに配
慮しながら、県がん診療連携協議会がん登録部会の下部組
織であるがん登録実務者ミーティング等で検討を重ねいく。
　検討結果ついて、加盟病院に了解を得られたデータ等を協
議会ホームページに掲載する。

　年３回（５月、11月、２月）開催するがん登録実務者ミーティ
ングにおいてがん登録に係る情報を共有する。
　各施設毎に国立がん研究センターが開催する中級者研修
や更新試験、データ集計・分析研修に積極的に参加し技能を
磨く。



平成２８年度 がん登録実務者ミーティング（概要） 

 

  開催日 内    容 開催場所 参加者 

第１回 5 月 11 日 ○がん登録実務者初級者研修 

テーマ：原発性肝癌取扱い規約第６版の

変 

更点 

 講 師：県立がんセンター消化器外科 

          部長 千堂宏義氏

テーマ：新標準登録様式、多重癌ルール

 講 師：国立がん研究センターがん対策

情報センター 江森佳子氏 

県立がんセ

ンター 

41 病院 

71 人 

第２回  11 月 15

日 

○県内の部位別 2015 年院内がん登録数に

ついて 

○グループ討議、発表、意見交換 

  テーマ：がん登録の情報活用～各施設

のがん登録数の集計や自施設

の強み等の発信方法の検討等

○院内がん登録標準登録様式 2016 年版の

事 

前質問に対する回答 

西神戸医療

センター 

36 病院 

56 人 

第３回  2 月 24 日 ○2014 年登録数と、治療別集計の分析と今

後の登録についての検討 

・兵庫県がん診療連携協議会ホームペー

ジ公表案について 

・兵庫県で登録数の多い３大がん（大腸・

肺・胃）の病期・治療法別 2014 年集計

結果の分析について 

・初回治療の定義、標準登録様式の適用時

期に沿った登録について 

県立がんセ

ンター 

38 病院 

58 人 

 

 

全国がん登録実務者研修会（概要） 
 

開 催 日 内        容 出席者数 

 ９月２６日 ○開催場所：兵庫県民会館 

○テ ー マ：全国がん登録への届出実務～基本と演習 

○講  師：国立がん研究センターがん対策情報センター 

          がん登録センター室長 松田智大氏 

 145 人 

 



兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会主催 

平成 29年度 第１回 兵庫県がん登録実務者ミーティング 次第 

 

開催日時：平成 29年５月 24日（水）14:00～16:30 

開催場所：兵庫県立がんセンター ２階大会議室 

 

 

1. 開会  

 

2. 挨拶    

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会 部会長 山下 輝夫 

（兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課 参事） 

 

3. 議事 

(1) 兵庫県院内がん登録実務者ミーティング開催要領と今後の活動について 

 －各圏域ブロックにおける治療統計分析－ 

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会 副部会長 山口真理子 

（県立がんセンター がん登録室 主査） 

 

(2) 兵庫県で登録数が多いがん（大腸・肺・胃）の病期・治療法別 2014年集計結果分析 

・グループ討議 

 

(3) 兵庫県がん診療連携協議会ホームページでの公表のしかた（見せ方）について 

・グループ討議 

 

(4) 発表、意見交換 

 

 

4. 総括  

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会 部会長 山下 輝夫 

（兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課 参事） 

兵庫県がん診療連携協議会 がん登録部会 副部会長 山口真理子 

（県立がんセンター がん登録室 主査） 

 

5．全国がん登録 お知らせ 

兵庫県健康福祉部疾病対策課 がん・難病対策班 班長 鶴井 成央 

 

6．閉会  



平成28年度の活動報告 ○第4回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会　緩和ケア部会(12月12日,国がん）

○兵庫県緩和ケアチーム研修会（平成29年1月14日（土））

※上記会議、柏原病院主催・兵庫県私学会館にて開催（88名参加）

○平成28年度緩和ケア研修会指導者の会と患者会との合同検討会（平成29年1月14日（土））

※上記会議、兵庫県私学会館にて開催（30名参加）

○緩和ケア研修会の開催　

○兵庫県緩和ケアチームのメーリングリスト開設（http://www.hyogo-ganshinryo.jp/palliative_care/index.html）　

○緩和ケア部会企画運営委員の設置

平成29年度の活動計画 ○都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会　緩和ケア部会(未定）

及び今後の検討課題等 ○兵庫県緩和ケアチーム研修会　（平成29年11月11日 於私学会館　近畿中央病院主催

○緩和ケア研修会指導者の会と患者会との合同検討会　（平成29年11月11日）  於私学会館　

○緩和ケア研修会の開催（がん診療連携協議会HPにて掲載）　

○緩和ケアフォローアップ研修会の開催　（平成30年１月８日）  於私学会館　

　

兵庫県がん診療連携協議会「緩和ケア」部会関連

項目 内容



平成 ２９年 　３月 末　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

《 平成２８年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

P　　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

緩
 
 
和
 
 
ケ
 
 
ア
 
 
部
 
 
会

Ｈ29年1月 ○ 達成 継続

緩和ケアチームによ
るPDCAサイクルを
用いた緩和ケアの推
進

PDCAによる計画を公表したの
は３２施設にとどまる。

周知不足であれば、昨年同様に、PDCAを用いた推進計画を
作るよう促す。

作成方法がわからない事に起因していれば、アドバイスを受
けることのできる機会をつくる。

緩和ケアチーム研修会への参加
施設は、３３施設となった。

さらに参加施設を増やすようにする。

H29年1月 ○
概ね
達成

継続

兵庫県がん診療連携協議会

PDCAのプランの作成のしかた
が妥当でないかもしれない。

緩和ケアチーム研修会前に、プランの作成方法が妥当である
か、アドバイスを受けることのできる機会をつくる。

緩和ケア研修会のGWにおいて、他施設の意見を聴く。

緩和ケアチーム研修会の内容
に、ＰＤＣＡサイクルについての評
価をピアレビューにより行うセッ
ションを取り入れた。

ピアレビューは、概ね好評であった
が、ピアレビュー効果は来年評価す
る。



平成 ２９年 　４月 1日　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

各病院での課題が明確でない
かもしれない

緩和ケアチーム研修会前に課題を整理するよううながす。

緩和ケアチーム研修会のGWにおいて、他施設の意見を聴く。
H29年11月

緩
 
 
和
 
 
ケ
 
 
ア
 
 
部
 
 
会

Ｈ29年11月

PDCAによる計画を公表したの
は３２施設から25施設に減少。
国指定でも9施設にとどまる。

周知不足の可能性もあり、メーリングリスト上で、PDCAを用い
た推進計画を作るよう促す。

PDCAのプランの作成のしか
たが妥当でないかもしれな
い。

作成方法がわからない事に起因していれば、アドバイス
を受けることのできる機会をつくる。

緩和ケアチーム研修会のGWにおいて、他施設の意見を聴
く。

H29年11月

緩和ケアチームによ
るPDCAサイクルを
用いた緩和ケアの推
進

《 平成２９年度  Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

P　　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



兵庫県がん診療連携協議会緩和ケア部会コアメンバー会議規約（案） 

 
（目的） 
第 1 条 兵庫県内の緩和ケアチームなどの円滑な連携調整、兵庫県がん診療連携協議会緩
和ケア部会（以下、部会）における課題の確認・明確化を行い、部会の効率的な運営を図
るとともに、緩和ケアに関する教育・研修などの企画、立案を行う。 
 
（構成） 
第 2 条 部会コアメンバー会議の構成員は、下記のものとする。 

１） 部会長 
２） 副部会長 
３） 部会長、副部会長の所属する施設で緩和ケアに携わるもの（若干名） 
４） 部会員の所属する施設の緩和ケアに携わるものから部会長が指名するもの 

（若干名） 
２ 構成員は、部会での承認の後、委嘱されるものとする。 

３ 構成員の任期は 2年とし、再任は妨げない。ただし、構成員に欠員が生じたときの 

後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（開催） 

第 3条 会議は、部会長が必要と認めた場合に開催する。 
２ 兵庫県がん診療連携拠点病院である兵庫県立がんセンターが招集する。 
３ 会議での決議事項は、緩和ケアチームMLにて各部会員に伝達する。 
 
（所掌事項） 
第 4 条 会議では、以下の項目について検討する。 
２ 部会の運営について 
３ 部会における課題の確認・明確化 
４ 部会の年間計画の立案 
５ 緩和ケアに関する研修会などの企画・立案・運営 
 
（附 則）  
この規約は、平成 29 年＠＠月＠＠日から施行する。 
 







平成28年度の活動報告 ○ 5大がんパスを見直した上で修正し、兵庫県がん診療推進連携協議会のパス部会および幹事会で承認した。

○

○

○

○

平成29年度の活動計画 〇 肺がんのイレッサとタルセバのパスに関しては、継続審議とする。

及び今後の検討課題等 〇

〇

　

肺がんのイレッサとタルセバのパスを作成し、検討した。

兵庫県がん診療連携協議会「地域連携」部会関連

項目 内容

修正後の5大がんパスを兵庫県がん診療連携協議会のHPに掲載し周知を図った。

大腸癌ESDパスを作成した。

電子化については問題点を整理し解決方法を検討した。

大腸癌ESDパスの運用につき検討する。

電子化について、継続審議する。



平成２９年　３月 末　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

1)

2)

3)

1) ５大がんのパスの見直しを実施し

2)

1) 大腸がんESDパスを新たに追加作成する。 新しいパスの運用を開始する。
使用後に問題点を検討する。

2) 肺がんのイレッサとタルセバのパスを作成する。 新しいパスとして承認した。
肺がんのイレッサとタルセバの

3) 電子化については問題点を整理し解決方法を検討する。 パスを作成していただいた。

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

H29年3月 ○
概ね
達成

継続

修正したパスの利用率の向上を目
指す兵庫県がん診療連携協議会の

HPに修正したパスを掲載した。

修正後の5大がんパスを兵庫県がん診療連携協議会のHP
に掲載し周知を図る。

27年度のパスの運用状況について調査を行う。 パスの利用率向上に向けて、各
拠点病院に促進を依頼した。

すべての拠点病院での運用を図る。

利用率の上がらない施設での、問題点や取り組みについ
ての報告会を開催する。

H29年3月 ○ 達成 完了

５大がんのパスを修正し、新たな統一パスとして使用す
る。

継続的に利用率の向上を進める。

が
 
ん
 
地
 
域
 
連
 
携
 
パ
 
ス
 
部
 
会

H29年3月 ○
未達
成

継続
パスの利用率の向
上

パスの利用率は徐々に向上して
いるものの、いまだ十分とは言
いがたい。特に県指定拠点病院
や準拠点病院での使用率は低く
利用率の向上が望まれる。

新規パスの作成

現在５大がんのパスのうち、大
腸内視鏡治療のパス、および肺
がんの術後補助療法のパスの要
望があり、現在作成中。今年度
中に作成し、HPに登録を目指
す。
パスの電子化については、一般
化や費用の面で問題点があり今
後の検討が必要。

大腸がんESDのパスを作成してい
ただき、検討した。

５大がんのパスの
修正と登録

兵庫県統一パスの利用を開始し
て昨年で５年が経過し、パスの
問題点を見直してきた。今年度
は、改正されたパスをHPに登録
し、拠点病院に周知し、利用率
の向上に努める。

《 平成２８年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

P　　　　　実　　　施　　　計　　　画　　　 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



平成２９年 ４月 １日　現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

1 28年度のパスの運用状況について調査を行う。

2 すべての拠点病院での運用を図る。

3

1  大腸がんESDパスの運用を検討する。

2 肺がんのイレッサとタルセバのパスを作成する。

3 電子化については問題点を整理し解決方法を検討する。

　（注）実施管理・区分欄の記入について
　　　　C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。　　

兵庫県がん診療連携協議会

《平成29年度　 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ　　　　実　　　施　　　計　　　画 実　　施　　管　　理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

H30. 3

地
　
域
　
連
　
携
　
部
　
会

パスの利用率の向
上

H30. 3

新規パスの作成

　大腸内視鏡治療のパスの運
用の検討が必要である。肺が
んの術後補助療法のパスの要
望があり、現在作成中。今年
度中に作成し、HPに登録を目
指す。
　パスの電子化については、
一般化や費用の面で問題点が
あり今後の検討が必要。

　パスの利用率は徐々に向上
しているものの、いまだ十分
とは言いがたい。特に県指定
拠点病院や準拠点病院での使
用率は低く利用率の向上が望
まれる。

利用率の上がらない施設での、問題点や取り組みについ
ての報告会を開催する。
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